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『真光寺川 里親の会』通信 
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１．高橋日出男さんご逝去 
2 月 25 日高橋日出男さんが 70 歳でなくなられ、悲しい報告をさせていただきま

した。会が発足して 8 年、以来事務局長としてまさに大黒柱的存在でした。5 月発

行の里親通信「追悼号」には多く寄稿文が寄せられ、改めて高橋さんが残していかれ

たものの大きさを感じました。高橋さんが情熱を傾けられた清流の会の運営・里親通

信・ホームページなど、これからも守り、さらに発展させていきたいと思います。 

２．「ＨＡＴＳのつどい」で日頃の活動を発表！！ 
３月１８・１９日、第５回まちだ市民大学「ＨＡＴＳのつどい 2007」が開催さ

れ、日頃の取組みをパネルに展示するとともに、真光寺川に生息する魚と野鳥につい

て発表を行いました。また真光寺川をテーマに学んだ和光鶴小４年１組が学習の成果

を発表し、作成した墨絵の鳥獣絵巻物や真光寺川俳句カルタを展示してくれました。

またゴミ問題について学んだ鶴三小４年生はゴミのリサイクルについて学習の成果

を展示してくれました。いずれも小学生らしい生き生きとした感性で真光寺川やごみ

問題に取り組まれ、私たちにうれしい励ましとなりました。 

３．真光寺川八景スタート. 
真光寺川には美しい景観が残っています。「ふるさとの川・真光寺川」にふさわし

い美しい景観を選んでみようと相談して次の八つを選んでみました。①開戸親水、②

下堰親水、③五条池と権現橋、④平成橋周辺の谷戸、⑤広袴公園、⑥せせらぎ緑道、

⑦観泉寺周辺の田圃、⑧源流。5 月号から順次紹介しておりますが、いかがでしょう

か。八景を楽しみにしていますとのお便りもいただきました。五條池の紹介では写真

のほかに瀬川晋会員のスケッチを載せ、好評を頂きましたので、他の八景のスケッチ

もお願いしております。どうぞご期待ください。 

４．真光寺川まつり－盛況里に開催！！ 
 7 月 28 日暑い陽射しのもと第 6 回真光寺川まつりが行われました。魚獲り、水鉄

砲、シュロの葉のバッタ作りなど色々な遊びに沢山の子供たちが参加、用意した 200

本の冷たいジュースも不足気味の大盛況。また投網のﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ、鶴三小のしおり

販売、和光鶴小の版画便箋の販売など子供たちも積極的にまつりを盛り上げてくれま

した。さらに和光学園の父兄の勇壮な桶太鼓演奏、真光寺川ウォーキング、長蛇の列

となったメダカの子供プレゼントなど真光寺川はときならぬ子供達の歓声に沸き立

った 1 日でした。 

５．真光寺川の自然環境学習の支援活動－着実に進む！！ 
 私たちは真光寺川を清流によみがえらせ、生き物が戻り楽しい遊び場になることを

願って自然環境の学習支援活動を行ってきました。鶴三小や和光鶴小が真光寺川やゴ

ミについて学習し、その成果を「ＨＡＴＳのつどい」で発表・展示を行ってくれまし

た。そのほか 9 月真光寺中学 1 年生全員が当会のボランティア活動について学習す

るとともに川沿いの道の清掃を行いました。また 10 月には麻生総合高校 1 年生 15

名が当会の概要と真光寺川の生き物について学習し、その後川の清掃を行いました。

平成 19年７大ニュース・・・・昨年の主な取り組みや出来事を振り返って・・・ 
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真光寺中学、真光寺川清掃 

明けましておめでとうございます！ 新しい年を迎え、新しい勇気が湧いてまいります。 

今年は清掃作業を始めて９年目になります。次第に自然がよみがえり、水もきれいになってま

いりました。何よりも嬉しいことは多くの子ども達が来てくれるようになったことです。 

 年の初め、こんな夢がうかんできました。「来年はいよいよ１０周年、記念に真光寺川の四季、

植物、魚、鳥、昆虫等を記録した冊子が作れないだろうか？それも子ども達と一諸になって・・」 

今年はその準備の年でしょうか。大変かもしれないが夢を持てることは楽しいですね。 

    平成２０年元旦  

 真光寺川を清流にする会・真光寺川里親の会･会長  山口拓郎 
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いずれも当会の会員が学習の講師となり、清掃の指導を行いました。 

６．シジミよみがえる、しかしタイワンシジミ？！ 
 昨年は鳥に食べ散らかされたシジミの貝殻をあちこちで見られるようになり、真

光寺川まつりでは子供がシジミを沢山とって見せてくれました。地元の古老からは

昔はたくさんいたよとのお話。水質が改善し真光寺川の生物がまた一つよみがえり

ました。しかし神奈川県内水面試験場の判定ではタイワンシジミとの認定。古老の

話すシジミはマシジミと思われますが、繁殖力の強いタイワンシジミに全て置き換

わったとのことです。そのほか昨年新たに源流域でサワガニが沢山生息しているの

を確認しています。またシマドジョウの生息情報やモクズガニの抜け殻発見情報が

寄せられていますが未確認です。真光寺川の生き物について情報をお持ちの方はぜひお知らせ下さい。 

７．真光寺川の水質ランク２に判定――和光鶴小の環境庁全国水生生物調査   
和光鶴小 4 年 2 組(松井教諭)が総合学習で真光寺川を勉強していますが、その一

環で 11 月 25 日、下堰親水の下流部で全国水生生物調査の正規マニュアルに則っ

て水生生物の採集を実施しました。この調査で指標生物のコガタシマトビケラ 30

匹、ヒル 3 匹、アメリカザリガニ 4 匹を採集、神奈川県内水面試験場で確認しても

らったところ水質階級Ⅱに該当するとの判定を得ました。(コガタシマトビケラがキ

メテ)。全国水生生物調査では採集された指標生物によって川の汚れの程度をⅠきれ

いな水、Ⅱ少し汚れた水、Ⅲ汚れた水、Ⅳ大変汚れた水の 4 階級に分類しており、

真光寺川は第Ⅱ階級で思ったよりきれいな川であることがわかりました。 

『めだか基金』ポスト                         
郵便振替で鶴川の芦田徳明様と和光鶴小の 4 年 2 組から。その他鶴三小 5 年生からの寄付、基金ポストと一

木会からの寄付、和光鶴小の講師料の寄付を合算して 1２月は 10,731 円でした。有難うございます。  

ご厚志を頂くに当って、ご負担をかけない様に「印字済払込取扱票」をポスト脇のファ

イルに入れてあります。「赤インク印字の払込取扱票」をご利用頂ければ、手数料無料で

お振込みが出来ます。またなるべく ATM での振込みをご利用ください。 

どうかよろしくお願いいたします。 

 郵便振替 『００１５０‐４‐５７４１１４』 

  加入者名 『真光寺川里親の会』 

今回も素晴らしいお便りを戴きました  
 

※ いつもお世話になっております。「総合学習 真光寺川」の校内発表会も 12／7（金）に無事おわりま

した。今年は「ＨＡＴＳの集い」に習い、パワーポイントに挑戦しました。寄付します。秋まつりの売

り上げ金２００７＋４＋２（子ども達から）＝２０１３円・・・・和光鶴小４年２組一同 

※ 「真光寺川まつり」でしおりを売って得たお金の一部です。地域のために使って下さい。・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鶴三小５年生一同 

 

 

 

 

 

２月例会は 7 日（木曜日）東京スーパーエコタウン見学です 
東京都が、臨海地域のスーパーエコタウンで建設廃棄物・情報機器廃棄物などのリサイクル処理や食品廃棄物

の飼料化・バイオガス発電などを行っています。２月例会は見学会を実施します。多くの方のご参加をお待ち

しています。参加される方は１月１５日まで事務局へご連絡ください。 

☆ スケジュール ９:00 東京テレポート駅（りんかい線）出入口集合（大型見学バスに乗車） 

午前２ｹ所、午後１ｹ所の施設を見学、お昼はテレコムセンターのレストランで  

1５:30 頃 東京テレポート駅から帰途へ    

『 http://www.shinkojigawa.com/』 ホームページへご意見ご感想をお寄せ下さい 
 

『真光寺川 里親の会』会長：山口 拓郎 町田市鶴川 1-10-13  ℡/Fax 042-735-0382 

事務局：町田市広袴 3-24-11 山本隆治 ℡/Fax 042-736-0214 e-mail ryuji.yamamoto@beach.ocn.ne.jp 
 

 

私 た ち の 行 動 基 準 
 

１，私たちの活動は、地元や地域の人たちに支持されているか。 

２，私たちの活動は、自然に対して謙虚であるか。 

３，私たちの活動は、誰にも解るように説明されているか。 

 

シジミが取れたよ 川まつり 

採取した コガタシマトビケラ 


